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平成２９年８月 

広報広聴委員会 



１．各班の開催状況 

 

１班 

開 催 日 時  平成２９年６月２６日（月） 午後７時００分～午後８時３０分 

開 催 場 所  野崎地区公民館 

参 加 人 数  ３１名（男性２４名、女性７名） 

 

 

担 当 議 員 

 

班 長 君島 孝明 司 会 君島 孝明 

発表者 髙木 雄大・印南 典子・鈴木 央・髙野 礼子 

受 付 大豆生田 春美・櫻井 潤一郎 

記録者 
菊池 久光 前野 良三 大豆生田 春美 

本澤 節子 弓座 秀之 櫻井 潤一郎 

 

２班 

開 催 日 時  平成２９年６月２７日（火） 午後７時００分～午後８時３０分 

開 催 場 所  ＪＡなすの親園支店 

参 加 人 数  ２１名（男性１９名、女性２名） 

 

 

担 当 議 員 

 

 

班 長 髙瀬 重嗣 司会 髙瀬 重嗣 

発表者 小野寺 尚武・藤田 紀夫・秋山 幸子・千保 一夫 

受 付 星 雅人・滝田 一郎 

記録者 
小池 利雄 

星 雅人 

髙﨑 和夫 

中川 雅之 

滝田 一郎 

深澤 賢市 

 

３班 

開 催 日 時  平成２９年６月２８日（水） 午後７時００分～午後８時３０分 

開 催 場 所  須賀川出張所 

参 加 人 数  １５名（男性１３名、女性２名） 

 

 

担 当 議 員 

 

 

班 長 菊池 久光 司 会 菊池 久光 

発表者 前野 良三・櫻井 潤一郎・大豆生田 春美・弓座 秀之 

受 付 君島 孝明・髙木 雄大 

記録者 
印南 典子 

鈴木 央 

君島 孝明 

髙木 雄大 

髙野 礼子 

前田 雄一郎 

 

４班 

開 催 日 時  平成２９年６月２９日（木） 午後７時００分～午後８時３０分 

開 催 場 所  与一伝承館 

参 加 人 数  １８名（男性１７名、女性１名） 

 

 

担 当 議 員 

 

 

班 長 小池 利雄 司 会 小池 利雄 

発表者 滝田 一郎・中川 雅之・髙﨑 和夫・星 雅人 

受 付 髙瀬 重嗣・秋山 幸子 

記録者 
髙瀬 重嗣 

小野寺 尚武 

秋山 幸子 

藤田 紀夫 

小林 正勝 

千保 一夫 



２．意見交換会の主な意見・要望等 

 

広報広聴委員会では、各会場で多くのご意見の中から、特に市内全域に関わる課題を下記

のとおり取りまとめをいたしました。 

 

１．議会報告会の参加者を増やすため、もっとＰＲすべき。告知用のポスターをコンビニに

掲示していただくなどして、若者の参加を促すべき。 

２．定住者を増やすため、働く場所づくりは議会がやるべき。 

３．人口減少問題を議会としてチェックしていくべき。 

４．行政視察をもっと近くにしてもいいのではないか。また視察報告を本市と対比してみて

はどうか。 

５．防災士取得後訓練や研修などフォローが必要。 

６．空き家、空き店舗、廃校利用など地域にあった対策が必要。 

７．消防サイレンを何とか再びお願いしたい。 

８．大災害が発生した場合、地域住民の力は大きいので消防団員と住民が連携をし、救助救

出のための知識向上を図ってほしい。また地域に即した防災計画が必要ではないか。 

９．婚活支援を広域で取り組み、独身女性をどんどん呼び入れるべき。 

10．本市は子育て環境が整っている。またその他恵まれているところがたくさんある。 

それをＰＲすべき。 

11．一人暮らしの高齢者対策（見守りや買い物など）を地域全体として推進することが必要。 

12．介護施設に入れず自宅で介護となるため、介護学習講座を開いてみてはどうか。 

13．高齢者の活躍の場を増やし、世代間交流ができるような施策がほしい。 

14．鳥獣被害の件、もう一歩踏み込んだ対策をとってほしい。 

15．スポーツ振興に力をいれてほしい。そのため本市にスポーツの日を設定してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．議会報告会の評価及び所感 

 

１．意見交換会のテーマが自由だったため、多くの意見をいただき活発に行われた。 

２．意見交換会の時、隣のグループの声が気にならないようにもう少し離すべき。 

３．昨年より参加者が少なかったので、周知の方法を考えるべきである。 

４．なるべく地元の議員は地元の報告会に出るべき。 

５．各委員会からの報告は行政視察の内容だったため昨年よりもわかりやすかったが、本市

との比較を明確にすべき。 

６．議員が参加者を集めるべき。 

 

 

今年度で第 2回目を迎えました議会報告会は 4会場で行われました。 

 我々大田原市議会といたしましては、市内全域に関わる課題、またその地域ごとに抱える

深刻なご意見を直接伺う事が出来ましたことは、大きな財産であります。 

 今回いただきました貴重なご意見を議員各位がさらに精査いたしますとともに、一般質問

や情報提供等様々な形で市に伝えてまいりたいと思います。 

 今後とも大田原市議会議員一同、議会の活性化を図り、市民の皆様の負託に的確にこたえ、

開かれた議会運営に努めて参ります。 
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